
様式第２号(事業別概要) No．130　　　　

）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

159,500 

18年度 19年度 20年度 21年度 適正に処理します。

決 定 額

年度別事業費

総事業費 事業期間

55,000 58,000 229,700 

 市街化調整区域を中心に、排水路の整備を行い、雨水や生活排水を 539,200千円 平成18年度～平成22年度

 多彩なふれあいが広がるまちづくり／災害に強いまちづくり／排水路の整備を進めます。

155-1

担当課･係

要 求 額

 

（実施計画における事業の概要）

決　　定

要　　求

単独事業

  4．排水路整備費

(歳　出)(歳　入)

0 

細事業名

 

 

 既存施設については、施設の設置から長期間が経過し、老朽化が進

 んでいる状況であるため、計画的に改修整備を行う必要がある。

 

 

財源内訳

229,699 

  2．道路橋梁費                              

 土木課 土木課（執行課：

継続事業

  2．排水路整備費

  1．排水路整備費

款

項

目

  7．土木費                                  事 業 名

（事業の説明） （事業の目的） （事業の効果）

 

 

（事業実施に関する根拠法令）

 地方自治法第２条第４項

実
施
計
画
の
内
容

 【排水路（青道）の整備・改修に関する業務】

（前年度からの見直し点）（事業実施上の問題点）

 法定外公共物（排水路）の改修整備を行う。

 当該年度については、大佐倉、上志津原、馬渡、飯野、城、井野地区の

 排水路改修及び青菅地区排水路のフェンス改修工事を計画している。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（見積についての特記事項）

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設の断面不足や老朽化などに対し、排水路の機能を確保するため、

 改修整備を実施する。

 

 

 

 

 

 

一般財源

229,699 

 施設を改修することにより、降雨による排水路の溢水や施設破損による

 事故を防止し、道路の冠水・宅地への浸水等を無くす。

 

37,000 

22年度

事業番号施策体系ｺｰﾄﾞ

施　　策

05-03-01-50-30

平成２０年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）

予算分析 臨時経費

(佐倉市）


